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２０２２年度 唐津鶴城同窓会福岡支部 会務報告 

 

◆２０２２年度支部総会 

期日  2022 年 7 月 9 日（土） 

第一部 14:00～14:30 総会 

第二部 14:30～15:00 エース登場 

    講師 堀尾 恵一 氏（東 35 期） 

       九州工業大学 大学院生命体工学研究科 

       人間知能システム工学専攻 教授 

内容「人工知能による非認知的能力の客観評価への挑戦」 

第三部 15:00～17:00 懇親会 

場所  アークホテルロイヤル福岡天神 

  福岡市中央区天神３丁目１３－２０ 

    参加者 招待者   14 名（本部・講師 4 名 招待者 10 名） 

一般会員 145 名（男性 115 名  女性 30 名） 

 

◆常任幹事会・役員会 

常任幹事会 役員会 

第 1 回 2022/5/18（ZOOM） 第 1 回 2022/4/11（ZOOM） 

第 2 回 2022/6/29（ZOOM） 第 2 回 2022/5/30（ZOOM） 

第 3 回 2022/10/5（ZOOM） 第 3 回 2022/7/ 9（総会会場） 

第 4 回 2023/1/16（ZOOM） 第 4 回 2023/1/31（ZOOM） 

第 5 回 2023/3/16（ZOOM） 第 5 回 2023/3/29（ZOOM） 

 

 2024 年度（通算 55 回）支部総会は、2024 年 7 月 13 日（土）に会場開催（会場未定）

する予定。 

以 上 





 

唐津鶴城同窓会 福岡支部 会則 
 

第１条  本会は「唐津鶴城同窓会 福岡支部」と称する。 

第１条の２ 本会の設立は昭和４６年１１月１日とし、事務局を付則に定めた場所に置く。 

第２条  本会は次の同窓会会員で組織する。 

1. 佐賀県立 唐津中学校 卒業生 

2. 佐賀県立 唐津第一高等学校 卒業生 

3. 佐賀県立 唐津高等学校 卒業生 

4. 佐賀県立 唐津東高等学校 卒業生 

5. 前記の母校に在学し入会を申し出たもので、本会員の推薦を受けたもの 

第３条  本会は、同窓会会員相互の交誼を厚くし母校との連絡を保ちつつ、その発展を図るために活動することを 

    目的とする。 

第４条  本会はその目的を達成するために次の事業を行う。 

1. 年次総会および臨時総会、ならびに懇親会の開催 

2. 会報及び会員名簿の発行 

3. 本会発展のための特別事業 

4. 母校の応援事業 

第５条  本会には次の役員を置く。 

1. 会長（１名） 

2. 副会長（数名） 

3. 常任幹事（事務局長・事務局担当・会計担当含む数名） 

4. 監査（２名） 

5. 顧問（数名） 

6. 幹事（各卒業期ごとに１名以上） 

第６条  本会の役員の選出方法は次の通りとする。 

1. 会長・副会長・常任幹事・監査・顧問は常任幹事会にて推薦し、年次総会で承認を求める。 

2. 幹事は会長が任命する。 

第７条  役員の任期は２年とし再任を妨げない。 

第８条  役員の任務は次の通りとする。 

1. 会長は本会を代表し、会務を総括するとともに年次総会の議長も務める。 

2. 副会長は会長を補佐し、会長不在の場合はその職務を代行する。 

3. 顧問は会長の依頼により、本会活動に対する助言をおこなう。 

4. 常任幹事は会務を執行する。 

5. 監査は会務及び会計の監査を行う。 

6. 幹事は各々の同期生の中心となって、同窓会会員と本会との連絡や集約を密に図りながら、本会の会務執 

行を補佐する。 

 

第９条  本会は次の会合を行う。 

1. 年次総会は全ての同窓会会員により構成し、本会の重要事項を決定する。 

2. 常任幹事会は会長・副会長・常任幹事で構成し、本会の運営に関する重要案件および年次総会付議案件を 

審議決定する。 

3. 役員会は本会すべての役員で構成し、本会の運営について協議をおこない、決定事項について同窓会会員 

への周知連絡を図る。 

4. 議決は出席者の 2 分の 1 以上の賛成がある時成立する。 

第１０条  本会の会務ならびに会計年度は、毎年４月１日から翌年３月末日までとする。 

第１１条  本会則は年次総会において協議し、これを変更することが出来る。 

   また、付則については常任幹事会において協議し、これを変更することが出来る。 

 

 

１９７１年（昭和４６年１１月）作  成 

１９８１年（昭和５６年１１月）一部改正 

１９９８年（平成１０年１０月）一部改正 

２００４年（平成１６年 ６月）一部改正 

２０２０年（令和２年  ７月）一部改正 

 

付則 

事務局所在地 

福岡市博多区冷泉町２－９－１３０４ ㈱ランド・コア 内 



2023年7月8日現在

期 氏   名

高２ 松本　 昇三

高６ 内山　 順平

東３ 江川　　洋

東１０ 鶴　　博行

東１０ 末石　蔵八

東１５ 大西　俊介
会　長 東１６ 麻生　　茂
副会長 事務局 東１８ 眞﨑　　剛

東１４ 伊東　道雄

東１５ 倉富　祐子

東１８ 木場　秀行

東２３ 吉田　積善
事務局長 東２４ 勝木　龍巳

東２５ 福田　幸彦

東２６ 田久保　尚英
事務局 東２７ 飯田　美紀

東４ 井手　 洋子

東６ 三岳　　晋

東８ 森    　朝充

東１０ 湯田　 順子

東１２ 山口　邦博

東１５ 東　隆一郎

東１６ 岩村　一範
新 東１８ 堤　　久茂
新 東１８ 大河内　誠二

東１９ 中野　洋子

東２０ 野口　智弘

東２１ 岡部　俊男

東２２ 居石　雅文

東２６ 高木　勇二

東２６ 樋口　尚宏

東２７ 古賀　博文
事務局 東２８ 井上　俊幸

東２９ 藤浦　弘史

東３０ 田代　耕一

東３１ 大木　雄一郎

東３３ 松浦　謙一
事務局 東３３ 松本　雅彦
会　計 東３３ 鬼倉　友香

東３４ 眞名子　慎二

東３４ 江口　暁子

東３５ 西山　仁志

東３５ 吉田　裕子

東３６ 松尾　啓三
事務局 新 東３６ 宮崎　　隆

新 東３６ 太田　晴美
新 東３７ 下尾　大介
新 東３７ 井上　了二

東４０ 山口　敬次

東１７ 蓮尾　恵子

東３２ 前田　拓邦

２０２３年度　唐津鶴城同窓会福岡支部　役員名簿

顧

　

問

常

任

幹

事

幹

事

監

査

役   職



第二部 エース登場 講師略歴書 

 

講師   ： 山口 賢一郎（やまぐち けんいちろう） （東３６期） 

 

講演内容 ： 「自分の病気を勉強していたら、 

深みにどハマりして専門にしてしまった人」 

 

略歴 

 

平成 ４年  九州大学 医学部 入学 

平成１０年  九州大学 医学部 卒業 

平成１１年  九州厚生年金病院（現ＪＣＨＯ九州病院）小児科 

平成１３年  北九州市立医療センター 小児科 

平成１６年  国立病院機構 別府医療センター 小児科 

平成１７年  九州大学大学院 医学系学府 

平成２１年  国立病院機構 小倉医療センター 小児科 

令和 ４年  福岡赤十字病院 第３小児科部長（現職） 

 

 

 医学博士 

 日本小児科学会専門医・指導医 

 日本小児循環器学会専門医 

 

 





唐
津
中
学
校
校
歌 

 

「
碧
波
万
里
」 

 
 

 
 

(
大
正
四
年
) 

 
 

 
 

 

赤
司 

曄 

作
詞
作
曲 

  
一
、
碧
波
万
里
の
玄
海
洋 

 
 

浮
ぶ
島
山
面
白
く 

曇
ら
ぬ
影
の
鏡
山 

虹
の
松
原
歳
を
経
て 

操
の
色
の
深
み
ど
り 

映
し
て
清
し
松
浦
川 

 

二
、
国
威
輝
く
神
功
の 

 
 

 
 

船
出
は
此
処
ぞ
松
浦
潟 

 
 

豊
太
閤
が
征
韓
の 

 
 

 
 

勲
を
語
る
名
護
屋
城 

 
 

そ
の
面
影
は
今
も
な
お 

 
 

 
 

我
等
が
士
気
を
鼓
舞
す
な
り 

 

三
、
城
の
名
に
負
う
舞
鶴
や 

 
 

 
 

仰
げ
ば
高
き
石
垣
の 

 
 

揺
る
が
ぬ
姿
そ
の
ま
ま
に 

 
 

 
 

も
と
い
は
堅
し
我
校
の 

 
 

五
百
の
健
児
ゆ
る
ぎ
な
き 

 
 

 
 

こ
こ
ろ
定
め
て
励
み
な
ん 

 

四
、
知
性
を
磨
き
武
を
励
み 

 
 

 
 

得
を
養
い
一
筋
に 

 
 

尽
す
誠
は
君
の
為 

 
 

 
 

御
国
の
為
に
我
友
よ 
 

 

倒
れ
て
已
ま
ぬ
覚
悟
も
て 

 
 

 
 

い
ざ
や
進
ま
ん
も
ろ
と
も
に 

唐
中
・
唐
一
高
・
唐
高
校
歌 

 

「
宇
宙
の
み
生
命
」 

 
 

 
 

(
大
正
十
三
年
三
月
) 

 
 

 
 

 

下
村
湖
人 

作
詞 

 
 

 
 

 

高
田
茂
男 

作
曲 

 

一 

宇
宙
の
み
生
命 

大
日
輪
の 

 
 

う
し
お
に
き
ほ
い
て
昇
る
を
み
つ
つ 

 
 

息
づ
く
我
等
は
光
の
海
の 

 
 

光
の
男
の
子 

 
 

光 

光 

光
の
男
の
子 

 

二 

宇
宙
の
み
柱 

み
ど
り
に
燃
ゆ
る 
 

 

大
地
の
オ
モ
テ
を
足
蹠
に
ふ
み
て 

 
 

い
そ
し
む
我
等
は
力
の
山
の 

 
 

力
の
男
の
子 

 
 

力 

力 

力
の
男
の
子 

 

三 

光
と
力
に
若
や
ぐ
魂
を 

 
 

一
つ
に
あ
わ
せ
て
祖
先
の
地
を 

 
 

守
護
す
る
我
等
は
希
望
の
国
の 

 
 

希
望
の
男
の
子 

 
 

希
望 
希
望 

希
望
の
男
の
子 

 

四 

我
等
の
運
命
は
祖
国
の
運
命 

 
 

祖
国
の
運
命
は
世
界
の
運
命 

 
 

運
命
を
拓
き
て
雄
々
し
く
進
む 

 
 

我
等
は
男
の
子 

 
 

光 

力 

希
望
の
男
の
子 

唐
高
・
東
高
校
歌 

 

「
天
日
か
が
や
き
」 

 
 

 
 

(
昭
和
二
十
五
年
) 

 
 

 
 

 

下
村
湖
人 

作
詞 

 
 

 
 

 

諸
井
三
郎 

作
曲 

 

一 

天
日
か
が
や
き
大
地
は
匂
い 

 
 

潮
風
平
和
を
奏
づ
る
郷
に 

 
 

息
づ
く
わ
れ
ら
は
松
浦
の
浜
の 

 
 

光
の
学
徒 

 
 

光 

光 

光
の
学
徒 

 

二 

は
て
な
く
広
ご
る
真
理
の
海
に 

抜
手
を
き
り
つ
つ
浪
ま
た
浪
を 

こ
え
行
く
わ
れ
ら
は
松
浦
の
浜
の 

力
の
学
徒 

力 

力 

力
の
学
徒 

 

三 

平
和
と
真
理
に
命
を
享
け
て 

久
遠
の
花
咲
く
文
化
の
園
を 

耕
す
わ
れ
ら
は
松
浦
の
浜
の 

希
望
の
学
徒 

希
望 

希
望 

希
望
の
学
徒 

 

四 

わ
れ
ら
の
理
想
は
祖
国
の
理
想 

 
 

祖
国
の
理
想
は
世
界
の
理
想 

 
 

理
想
を
見
つ
め
て
日
毎
に
進
む 

 
 

わ
れ
ら
は
学
徒 

 
 

光 

力 

希
望
の
学
徒 

校 歌 



第
一
応
援
歌 

 

一
、
日
頃
の
手
練
と
炎
の
意
気
に 

 
 

 
今
や
握
り
し
覇
者
の
剣 

 
 

あ
あ
感
激
の
今
日
の
幸
よ 

 
 

 

友
よ
叫
べ
よ
我
が
か
ち
ど
き
を 

 

二
、
西
の
浜
辺
に
夕
日
を
浴
び
て 

 
 

 

勝
利
を
寿

こ
と
ほ

ぐ
我
が
お
の
子
ら
よ 

 
 

高
鳴
る
血
潮
に
ほ
と
ば
し
り
も
て 

 
 

 

友
よ
叫
べ
よ
我
が
か
ち
ど
き
を 

 

三
、
嬉
し
涙
に
う
ち
か
す
む
時 

 
 

 

若
き
命
の
歓
喜
の
宵
よ 

 
 

燃
ゆ
る
想
い
に
感
激
こ
め
て 

 
 

 

友
よ
叫
べ
よ
我
が
か
ち
ど
き
を 

 

第
二
応
援
歌 

 

一
、
北
辰
斜
め
に
指
す
所 

 
 

玄
界
の
波
洋
々
と 

 
 

 

春
花
香
る
神
州
の 

 
 

正
気
こ
も
れ
る
舞
鶴
城 

 
 

芳
英
永
遠
に
尽
き
せ
ね
ば 

 
 

 

歴
史
は
ふ
り
ぬ
百
余
年 

 

二
、
紫
染
む
る
東
雲

し
の
の
め

の 

 
 

静
け
き
波
に
星
数
え 

 
 

 

荒
涼
の
気
に
む
せ
ぶ
時 

 
 

微
吟
消
え
ゆ
く
松
浦
潟 

 
 

不
屈
の
色
も
お
ご
そ
か
に 

 
 

 

ふ
る
い
立
ち
た
る
健
男
児 

 

三
、
悲
歌
に
耳
か
す
人
も
な
く 

 
 

沈
み
に
ご
れ
る
末
の
世
に 

 
 

 

さ
ん
ら
ん
の
夢
あ
と
に
し
て 

 
 

疾
風
迅
雨
に
色
あ
せ
し 

 
 

古
城
の
風
に
う
そ
ぶ
け
ば 

 
 

 

東
校
健
児
の
意
気
高
し 

 

第
三
応
援
歌 

 

一
、
鶴
城
原
頭
緑
を
こ
め
て 

紫
映
ゆ
る
玄
界
の
波 

 
 

十
万
夷 い

敵 て
き

の
血
に
肥
え
し 

 
 

 

ま
す
ら
九
州
男

く

す

お

の
誓
い
は
堅
し 

 

二
、
浮
岳
に
月
上
り
て
垂
雲
⾧
く 

 
 

 

夕
日
に
浴
び
け
ん
涙
の
し
ぶ
き 

 
 

辛
苦
の
血
に
泣
く
あ
あ
幾
度
か 

 
 

 

勝
た
ず
ば
止
ま
じ
こ
の
戦 

 

三
、
落
日
ぐ
れ
ん
の
炎
を
浴
び
て 

 
 

 

戦
い
せ
ま
り
し
決
死
の
門
出 

 
 

東
校
健
児
の
一
度
誓
い
し
は 

 
 

 

勝
た
ず
ば
止
ま
じ
こ
の
戦 

 

第
四
応
援
歌 

 

一
、
玄
界
灘
の
朝
嵐 

 
 

 

よ
せ
て
は
返
す
波
の
音 

 
 

吹
く
潮
風
に
鍛
え
た
る 

 
 

 

鉄
腕
示
さ
ん
時
来
た
る 

 
 

若
き
理
想
は
血
に
燃
え
て 

 
 

 

お
ゝ
栄
え
あ
れ
我
が
選
手 

 

二
、
い
ざ
行
け
我
ら
の
チ
ἀ
ン
ピ
オ
ン 

 
 

 

た
た
え
て
送
る
感
激
の 

 
 

歓
喜
の
声
は
天
を
つ
く 

 
 

 

お
ゝ
勇
ま
し
い
か
こ
の
門
出 

 
 

覇
者
の
誉
れ
は
永
遠
に 

お
ゝ
栄
え
あ
れ
我
が
選
手 

応 援 歌 



眞﨑 剛  様（東１８期） 

伊澤 秀身 様（東２５期） 

溝口 真美 様（東２５期） 

藤浦 弘史 様（東２９期） 

吉村 一  様（東３６期） 

寺田 由紀 様（東３６期） 

東３７期一同様（東３７期）
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2023年度 

唐津鶴城同窓会 

福岡支部総会 

 

御盛会をお慶び申し上げます 

 

 

 

 

唐津東高 36期一同 
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